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研究成果の概要（和文）：電気関連７学会が連携して 67 名の碩学に対するオーラルヒストリー

を実施してその記録を残すことができた。また、このオーラルヒストリーを通じて、インタビ

ュイーの選定から成果のまとめに到る一連のプロセスについて方法論を学び、ノウハウを蓄積

することができ、更に、各学会においてオーラルヒストリーに対する理解が深まり、自主的継

続の機運が生じたことも本計画研究のもうひとつの成果であった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Seven electricity related institutes cooperated in carrying out oral history for 67 great 
scholars of the day. Through these oral histories, we have learned a lot of things 
including methodologies of a series of oral history processes and have accumulated 
know-how. In addition, many of participating institutes have been aware of 
availabilities of oral history and are going to continue it voluntarily. It is another effect 
of this planned research.   
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 2,900,000 0 2,900,000 

2006 年度 6,400,000 0 6,400,000 

2007 年度 7,200,000 0 7,200,000 

2008 年度 5,600,000 0 5,600,000 

2009 年度 2,800,000 0 2,800,000 

総 計 24,900,000 0 24,900,000 

 
 
研究分野：電気工学 
科研費の分科・細目：情報学・メディア情報学／情報図書館学 
キーワード：オーラルヒストリー、映像情報技術史、応用物理史、計測制御技術史 

情報処理技術史、照明技術史、電気技術史、通信技術史 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)技術革新に関する研究は過去、長い期間に
亙ってなされてきていたが、その殆どは人文
系の研究者によるものであった。因みにこの
傾向は現在でも変ってはいない。技術開発の

現場で何が起こっているかについての分析
がないために観念的で上滑りの議論になり
がちであった。本領域研究では、このような
従来の研究のありかたに対する反省から、理
工学的視点に立って、過去の技術開発の経験
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を収拾し、蓄積する、且つそれらについて縦
横に分析する、ということを視野においてス
タートしたものであった。このために、技術
開発に関する多面的なデータを収集するこ
ととしたが、本計画研究ではオーラルヒスト
リーにより、技術開発の経験を蓄積すること
とした。 
(2)オーラルヒストリーも人文系では種々の
分野でとりあげられている。先住民、女性、
亡命者といったような被抑圧者の歴史の研
究をはじめ、多種多様な分野の研究にオーラ
ルヒストリーが採り上げられている。しかし、
理工系でのオーラルヒストリーとなると、そ
の実施例は人文系のものに比して非常に少
ない状況であった。その中にあって、米国で
は IEEE ヒストリーセンター、スタンフォー
ド大学、チャールズ･バベッジ研究所などで
精力的に行われていた。これらの状況は現在
でも変わってはいない。 
 わが国では、研究産業協会が十年以上に亙
って取り組み、100 人に対するオーラルヒス
トリーを実施しており、電気学会でも 20 人
以上に対するインタビューを実施していた。
しかし、未だオーラルヒストリーに対する一
般の理解は深まっておらず、組織的な取り組
みで弾みをつける必要があった。 
 
２．研究の目的 
(1)上述のようにわが国における理工系のオ
ーラルヒストリーについては、いくつかの実
施例はあったものの、数は限られており、ノ
ウハウの蓄積も十分であったとは言いがた
かった。本計画研究では今後の理工系のオー
ラルヒストリーの、インタビュー依頼から成
果の整理に到る一連のプロセスについて標
準とするに値するものを確立することをひ
とつの目的とした。 
(2)電気関連技術について幅広くカバーした、
60 人に対してオーラルヒストリーを実施す
るとともに、そのインタビューの全記録を作
成し、後に続く世代に研究用資料として残す
ことをもうひとつの目的とした。 
(3)海外におけるオーラルヒストリーの実施
状況について調査し、本計画研究遂行に当た
っての参考情報を得ることとした。 
(4)得られたインタビュー記録を基に分析を
加え、技術革新がどのような条件下で起こる
のかについて知見を得ることを四番目の目
的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)本計画研究に携わった研究代表者、分担研
究者、ならびに中核メンバーとして本計画研
究の遂行をサポートしたのは電気学会の会
員であった。上述のように電気学会では 90
年代の中ごろからオーラルヒストリーに取
り組んでいたこともあり、それまでの方法論

やノウハウを下敷きとして研究を進めるこ
ととした。 
(2)とはいえ、広範に亙る電気関連技術分野に
ついて電気学会のみで当たるのは、インタビ
ュイーの選定をはじめとする諸事において
難しい点があった。このために関連学会が連
携して当たることとし、映像情報メディア、
応用物理、計測自動制御、情報処理、照明、
電子情報通信の各学会が参画することとな
り、電気学会を含めた７学会が連携して計画
研究を遂行することとした。 
(3)具体的には、７学会の代表からなる「オー
ラルヒストリー研究推進委員会」を組織し、
研究の方法論の検討や進捗管理を行った。こ
の委員会で、インタビュイーの選定方法、イ
ンタビュー項目、パミッションフォーム等の
重要事項について協議、決定した。この委員
会は年に４回のペースで開催したが、これに
先立ち、電気学会の中核メンバーからなるワ
ーキンググループで委員会議題に関する詳
細な検討を行った。実質的にはこのワーキン
ググループによって研究の骨格が形作られ
た。 
 
４．研究成果 
(1)オーラルヒストリーの方法論について所
定の成果を得た。 
学会という看板を背負って実施するオー

ラルヒストリーではインタビュイーの選定
は慎重でなければならない。恣意的であると
の謗りを受けないように、公正な基準に基づ
くものである必要がある。議論の末、各学会
の事情を考慮した上で選定することとし、推
進委員会では学会の判断に委ねることとし
た。結果としてすべての学会が名誉員かそれ
に類する人をインタビュイーとして選んだ
のは、当を得た人選であったであろう。 
インタビュー項目については、技術開発上

の業績のみでなく、インタビュイーの全人格
が浮き彫りにされるような項目を採り入れ
た。研究や技術開発は、単に知識のみでなく、
背後にあるフィロソフィーや情熱といった
ものを含む全人格的所産であるとの考え方
によるものである。 
オーラルヒストリーで得た成果は、後日の

活用に備えて、パミッションフォーム、すな
わち使用許諾書をインタビュイー、インタビ
ュアーから得ておく必要がある。米国ではオ
ーラルヒストリーのプロセスの中で重要な
もののひとつに位置づけられている。当計画
研究でも昨今の著作権意識の昂揚を考慮し
てパミッションフォームを議論の末作成し、
各インタビューでの関係者からの取得を督
励した。 
以上のような重要な事項のほかに、オーラ

ルヒストリーの実施に当たって必要とされ
る一連のプロセスのそれぞれについて逐一



議論して、本計画研究としての独自のものを
作り上げた。 
(2)総数 67 人のオーラルヒストリーを実施し
た。対象としたインタビュイーを表１に示す
が、ノーベル賞受賞者、文化勲章受章者、文
化功労者受賞者を含む当代の碩学が名を連
ねている。これらのオーラルヒストリーを７
学会が連携して組織的に実施したというこ
とに意味がある。IEEE に倣った学会の統合が
折に触れて議論されるが、具体的な足取りは
みられない。そのような中にあって、本計画
研究では見事に学会間の協力関係を確立す
ることに成功した。今後のあるべき学会協力
について先鞭を付けたことになる。 
 インタビューを実施してもテープに記録
したままでは活用の幅が狭まり、不便である。
推進委員会では当初からインタビューの全
記録を作成することを指示していたが、一部
の学会を除いてこれに応えてくれた。これら
のインタビュー記録は後世の研究者にとっ
て貴重な資料となるはずである。 
 表１において、一部の学会名については以
下のごとく略称を記している。 
映像情報メディア学会：映像 
応用物理学会：応物 
計測自動制御学会：計測 
情報処理学会：情処 
電子情報通信学会：電情通 

 
表１ インタビュイー一覧 

氏名 実施学

会 

主 な 業 績 

久野古夫 映像 テレビ産業確立のさきが

け 

蠣崎賢治 同上 進行波管の研究 

緒方研二 同上 マイクロ波通信 

樋渡涓二 同上 視覚情報 

宇都宮敏男 同上 画像情報 

田中昭二 応物 超伝導開発 

霜田光一 同上 日本のレーザの草分け 

赤崎 勇 同上 青色発光素子の発明  

濱川圭弘 同上 太陽光発電の研究 

末松安晴 同上 光通信、半導体レーザの

研究   

飯島澄男 同上 カーボンナノチューブ発

見 

白川英樹 同上 導電性高分子の発見 

中村修二 同上 青色発行素子の開発 

氏名 実施学

会 

主 な 業 績 

外村 彰 同上 電子線ホログラフィ開発

三村高志 同上 ＨＥＭＴの発明 

伊賀健一 同上 面発光レーザの発明 

榊 裕之 同上 半導体量子構造素子研究

山崎弘郎 計測 渦流量計開発 

北森俊行 同上 I-PD 制御方式の案出 

飯塚幸三 同上 計量標準の確立 

河合満雄 同上 自動車ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ要素の開

発 

木村英紀 同上 他変数制御理論の実用化

中澤喜三郎 情処 初期のｺﾝﾋﾟｭｰﾀTACの開発

山田 博 同上 ﾊﾟﾗﾒﾄﾛﾝｺﾝﾋﾟｭｰﾀの開発 

野口正一 同上 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸの開発 

相磯秀夫 同上 ETLMarkⅢ、MarkⅣの開発

三浦武雄 同上 アナログ計算機･ハイブ

リッド計算機の開発 

坂井利之 同上 音声解析・合成の研究 

尾関雅則 同上 座席予約システムの開発

山本卓真 同上 大手電気メーカでコンピ

ュータの開発を指導 

西野博二 同上 ETLMarkⅢ、MarkⅣの開発

戸田 巌 同上 DIPS シリーズの開発 

嶋 正利 同上 マイクロプロセッサの発

明 

大野 豊 同上 座席予約システムの開発

天羽浩平 同上 TOSBAC、ACOS の開発を主

導 

石井善昭 同上 NEAC、ACOS の開発を主導

宮城嘉男 同上 NEAC、ACOS の開発を主導

萱島興三 同上 HIPAC、HITAC の開発 

浦城恒雄 同上 HITAC の開発 

和田英一 同上 ﾊﾟﾗﾒﾄﾛﾝｺﾝﾋﾟｭｰﾀ、ｲﾆｼｬﾙｵｰ

ﾀﾞｰの開発 

飯島泰蔵 同上 パターン認識の理論的研

究 



氏名 実施学

会 

主 な 業 績 

橋本恒一 照明 創世期から成長期の蛍光

ランプの開発 

松浦邦男 同上 光環境工学 

板谷良平 同上 可変色ランプ 

石井幹子 同上 照明デザイナー 

茅 陽一 電気 環境問題への取組み 

岩崎克己 同上 絶縁の劣化診断法の確立

等電気事業への貢献 

関根泰次 同上 周波数制御、電力系統の

経済運用の研究 

沢 邦彦 同上 インバータの開発 

秋月影雄 同上 制御理論、不規則信号処

理の研究 

御所康七 同上 放電現象の研究 

小林春洋 同上 グロー放電の研究 

放電管の開発 

細川辰三 同上 コロナ放電の研究 

菅原 実 同上 グロー放電の基礎研究 

筒井信力 同上 プラズマの研究 

南 一男 同上 マイクロ波プラズマの研

究 

渡辺 聡 同上 放電管の研究 

大野克郎 電情通 回路網構成論上の基本問

題 

岡村総吾 同上 ミリ波の大気中伝播機構

解明 

秋山 稔 同上 電子交換機第１号の試作

辻井重男 同上 デジタル信号処理、暗号

理論の研究 

平山博 同上 回路構成理論の研究 

堀内和夫 同上 信号理論の研究 

古賀利郎 同上 回路網設計理論 

多田邦雄 同上 トランジスタ動作高速化

回路 

佐藤利三郎 同上 アンテナ工学 

氏名 実施学

会 

主 な 業 績 

西澤潤一 同上 ＳＩＴ、光通信要素デバ

イス 

 
(3)海外におけるオーラルヒストリーの実態
調査を行った。米国西海岸、豪州、ニュージ
ーランド、英国等で調査したが、理工系のオ
ーラルヒストリーについて言えば見るべき
ものは米国のみで、他はそれほど活発ではな
い。オーラルヒストリーの先進国とも言うべ
き英国ですら、理工系のオーラルヒストリー
について組織的に行われている様子は伺え
ない。IEEE のヨーロッパにおける歴史部門の
キーパーソンは、そろそろ英国でもオーラル
ヒストリーに着手しなければならないとい
うので、米国の研究者をインストラクターと
して招いた、というような話をしていた。 
(4)本領域研究の総括的な報告書として 650
ページを超える大部の「日本の技術革新大
系」を作成したが、その中の１章として「オ
ーラルヒストリー」をまとめた。上述の成果
についてはこの中で詳細に記述した。今後、
理工系のオーラルヒストリーに携わろうと
する研究者の参考の一端になるものと考え
る。 
(5)本計画研究の遂行を通じて、参画した各
学会の中でオーラルヒストリーの有用性に
対する理解が深まり、学会誌のスペースを割
いて概要を紹介したり、計画研究終了後も学
会独自事業として継続しようとしたりする
空気が醸成された。実際に実施した結果、オ
ーラルヒストリーの価値が実感できたとい
うことであろうが、本研究の、目には見えな
いが、実は最も大きな成果というべきかも知
れない。 
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